
 

 

 

 

 

 

 

平和学習週間の取り組み 

～その１～「放送集会委員会による発表」～ 

 

 

 

 

 

 

 

～その２～「6 年生による発表」～ ９月４日（水） 

 当初、８月３０日に予定していましたが、台風による臨時休校のため、９月４日に実施しました。 

６年生が５チームに分かれて、１～５年生の各教室で発表。自分たちでまとめたスライドを活用して戦争の怖さ、

平和の尊さを伝えました。何より素晴らしかったのが、一人一人が「学びに対する答え」を持ち、伝えていたと

ころでした。 

 

 

 

 

 

 

４年生 防災教室  ～日本赤十字佐賀支部からの講師の先生と災害食づくり～ 

 ９月３日（火）に日本赤十字佐賀支部の秋山様を講師にお招きし、４年生で防災教室を実施しました。 

９月１日は「防災の日」でもあり、また、先日の台風１０号も経験したので子どもたちにとってはいいタイ

ミングでの学びとなりました。みんな熱心に参加し、綿島 萌さんは、非常用炊飯袋に入れた米を見て「こ

れが本当に、ごはんになるのかな？」と興味津々でした。水害や地震対策についても講話がありました。 

 

 

 

 

 

 

武雄市立若木小学校 学校だより          令和６年 ９月１３日 №８ 

                               文責 校長  山 口  環 

わかきっ子 
【学校目標】ふるさと“若木”を愛するたくましい若木っ子の育成 

～学校はみんなで創る～ 

 

3・４年生に向けて発表 

 授業前の「朝の時間」を使って、放送集会委員会のメンバーが戦

争や平和について調べてまとめたことを発表しました。6 年生は、

修学旅行の学びを生かし、また 4・5 年生は本やインターネットで

調べたことをもとに、伝えていました。 

秋山様による防災講話 

 

 

災害食づくりに挑戦！ 

 

 

非常用炊飯袋に米と水

を入れて、鍋で煮沸。 

災害用袋で調理し

たお米を試食。 

 

 

 

 

 

 

 



3年生 人権学習 （武雄市人権擁護委員の方による読み聞かせ） 

 9月 9日（月）朝の時間に武雄市人権擁護委員の方、4名に来ていただき、人権学習を行いました。今回は 

3年生対象に、「種をまこう」という冊子を活用して、読み聞かせをしていただきました。性の多様性につながる

内容や人とのかかわり方を考える内容の教材を中心に読んでいただきました。真剣に読み聞かせを聞き、それぞ

れに考えているようでした。マスコットにも嬉しそうに触れていました。 

 

 

 

 

 

 

特別教室（理科室・音楽室）にエアコンが設置されました！ 

夏休み中に設置作業をしていただきました。 

子どもたちの学習環境が良くなり、ありがたいですね。 

暑さ、寒さに合わせて効果的に活用させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１０月のおもな行事 

 1 日（火）委員会活動 

 2 日（水）全校朝会 

 ７日（月）SAGA2024 学校観戦（５・6 年生） 

１１日（金）１学期終業式 

１５日（火）2 学期終業式 

１６日（水）発育視力測定４～６年生 

１７日（木）発育視力測定１～３年生 

      運動会練習開始 

２４日（木）２６日土曜日の振替代休 

２６日（土）授業日・運動会準備 

２７日（日）若木町民・若木小学校合同運動会 

２８日（月）運動会代休 

 

※詳細は学校 HPをご参照ください。 

 

 

 

夕方５時の放送（武雄市内） 

６年生２名チャレンジ！！ 

 夕方５時に市内で流れている「５時をすぎまし

た・・・」の放送で６年生の浦川悠柾さんと古場匠

海さんが今月、担当することになりました。 

音声収録の時の感想を聞いたところ、悠柾さんは

「市の担当の方から指導していただいた通りに大

きな声でゆっくり言えてよかったです。」、匠海さん

は、「最初で最後の機会と思ったので挑戦してみて

よかったです。」と感想を教えてくれました。冬休

み前ぐらいまでの期間です。放送の時間、耳を傾け

ていただけたら幸いです。 

 

進んで朝掃除・花のお世話  ～学校はみんなで創る～ 

 朝の時間、特に朝掃除の時間を設けているわけではないですが、いろいろな学年の数名の子どもたちが 

学校の玄関周辺や廊下などの掃除、花の水やりを自主的にしています。 

日に日に参加する子どもたちが増えてきて、「自分たちの学校を自分た 

ちで進んできれいにしたい」 

という気持ちや友達と一緒に 

何かに取り組む楽しさを感 

じてくれているようでうれ 

しい光景です。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 


